外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成28年4月18日（月）　　　　司会：小嶋　彩香　　記録：馬場　勇治

	小笠原
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	赤坂
	馬場
	藤田
	斎藤

	業務
	業務
	○
	○
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	○

	佐々木
	石渡
	鳥谷部
	森沢
	澤口
	白鳥
	佐藤
	岩澤
	
	
	

	業務
	○
	育休
	○
	○
	○
	○
	○
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・4/20（水）六角堂祭13:00～13:30　　※13:00までに集合（時間厳守）
・4/20（水）春の会18：30～　　
・4/16（土）～人事異動に伴い駐車場カードが新しく発行される。
期限：4/22（金）17:00まで(古いカードと新しいカードを交換)

※精神領域の方は病院庶務・高齢領域の方は南山庶務へ受け取りに行くこと。

尚、カードの交換をしなかった方は、次回の駐車場巡視で違反となる。
・4/19（火）～4/21（木）春の健康診断あり。各自で日程確認し健診を受けること。
・4/19（火）部署ミーテイング。時間16：00～　　場所：病院2F会議室
・4/26（火）部署懇談会。ビアノバ地下エトワールの予定。欠席者は5/10(火)の予定。

＜利用者様情報＞

・寺沢　彩　様　～午前中、新しく配属されたスタッフに対して「怖い」と話し、表情の硬さが見られる。担当スタッフと対話し、表情はやわらかくなっているが、怖さに対し漠然とした表現をしている。環境の変化に対するもろさを自覚しており「そのせいかもしれない」と怖さについて自分なりに解釈している。20日には就職面接があるとのことで、環境の変化のもろさを考え、休息をしっかりとることや身体・精神面でのサインに注目して過ごしてみるようにアドバイスをしている。
・松村　勉　様　～来所時間になっても来ておらず所在確認の為、電話連絡している。4/12(火)にポリープの摘出を行っており、医師より1週間は安静にしているよう指示を受けたとのこと。その為、本日は欠席し、4/22(金)に来所したいと話している。来所時に激しい運動には不安がある為、エアロビクスは参加しない予定であるとのこと。来所した際に体調確認していく。
・小林　満　様　～本人より電話連絡あり、4/16(土)に解熱したのとのこと。デイケアにはいつから行けばよいか確認しており、解熱してから2日後ならば来所可能であること伝えると了承している。4/19(火)に来所したいと話している。来所した際に体調確認していく。
・倉橋　生子様　～担当スタッフへ、｢昨日はよく眠れなかったんだよ｣と話している。睡眠時間を記録しているノートを見せ｢昨日は22時に眠って3時25分に目が覚めてからは眠れなかった｣と話している。｢今日は、今までで一番足が重い｣と話しているが、プログラム後に廊下歩行している。今後も話を傾聴し、足の状態について様子観察していく。

・古川　富蔵様　～本日は、運動プログラムは不参加となっている。左側腰部の疼痛を訴えているが、｢なんぼか良くなってきた｣と話し、笑顔見られている。
・鈴木　真知子様～昼食後、コップを持ってトイレに入っている。スタッフより不衛生であることを注意すると、｢すみません｣と軽い返事をしている。
＜GH利用者様情報＞
・坂本　健治様　～頓服薬について確認すると、前回問診時に服薬が変更になったと話している。リントン1.5ｇから0.5ｇに減薬、レボトミン錠の処方が中止となっている。減薬しているが病状の変化はないとのこと。イライラ感も抑えることができていると話している。
・中村　茂　様　～着替えに関して声掛けや必要な際には介入をしている。下着に関して1日おきに変えているとのこと。下着の更衣は自発的に行っているが上着に関してはスタッフの声掛けが必要な時もあるとのこと。
・淡路　智恵子様～「姉さん(兄嫁様)が保護者を辞めると話しているからそうなったら、妹と妹の旦那が保護者になってくれるって言っている」「姉さんから連絡がきてない？」と話している。兄嫁様からは連絡は来ていないことを伝えている。デイケアにて同様の訴えが本人よりあった場合には、GH世話人まで連絡が欲しいとのこと。
・船場　幸子様　～4/14(木)青明舎より情報提供あり「イライラする」と話している。担当医に相談はしていないとのこと。来所時にはイライラの有無を確認し、訴えが聞かれた際には詳細を確認しながら早期解消を図っていく。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様　～4/13(水)定期訪問実施。近況を確認すると、「3日前位に一度頓服薬を飲みました。」「夜眠れなくてイライラしちゃって。でも朝起きたら調子が良くなってました」とのこと。花粉症状はまだあり、目薬を点すと目が痛くなるとのことで、今は点さずに様子を見ていると話している。悪化するようであれば眼科を受診するよう促している。4/14（木）「27日に実家に行くので、訪問をキャンセルしたい」と連絡あり。詳細確認すると、27日(水)にコンサートに行きたいとのこと。青明舎の訪問はキャンセルして良い事を説明し、受診は午前中に済ませることで、午後からの予定に間に合うことを話している。
・寺沢　彩　様　～4/19（火）に面接があると報告あり。事業所側には、重症筋無力症の疾患があることは伝えていたが、精神病を患っていることは伝えておらず、その事が不安であるとのこと。病院SWには後々のこともあるため面接の際にでも伝えておいた方が良いと助言を受けたと話している。青明舎としても、同様の旨伝え、考えてみるよう伝えている。
・大久保　恒夫様～4/16(土)定期訪問実施。自身の体調は変わらず問題なく、妻様の体調は段々に良くなってきたと話している。夜間も良く眠れているとのこと。家事等は自身で行ってあげていると話しており、妻様の気分転換のために、時折市街地に外出しているとのこと。4/23(土)に、桜木町に花見に行く計画を立てていると話している。
・大久保　律子様～4/16(土) 定期訪問実施。体調は少しずつであるが良くなってきていると話しているが、まだ万全な状態ではないため、家事等は夫様が殆ど行ってくれているとのこと。先日、夫様にリュックを購入して貰ったとのことで、嬉しそうにスタッフへみせている。4/23(土)は、桜木町へ花見に行く計画を立てていると話す。
・前野　義勝様　～4/16(土)定期訪問実施。体調確認すると、「身体の痛いところには湿布を貼ったり、痛み止めを飲んだりして仕事も休み休みやってますよ。」と穏やかに返答している。火・金はチラシ配りで外を歩き回るため、身体への疲労があるとのこと。その他の曜日も、アイロン掛けやランチの準備等を行い大変であると話している。身体に負担を掛けすぎないよう助言している。現在、整形外科には通院しておらず、青南病院からの処方薬のみで対応できているとのこと。
・北村　奈美様　～本人よりストレス解消法について何があるか教えて欲しいと電話連絡あり。これまでの人生の中で思い通りにならなかったことがなかったが、先日デイケアで思い通りにならないことがありストレスを感じたとのこと。解消法について例をあげると「2つくらい好きなことがあるのでとりあえずそれをやってみます。」と返答している。
・平　京子　様　～4/17(日)定期訪問実施。ツタヤよりDVDを借りてきたと話している。テレビを観ていても熊本地震のことばかりの為と話している。担当医が伊藤Drに変わり、優しくてとても良いとのことで、問診が1週間に1回から2週間に1回に変更になったとのこと。処方薬も、ジプレキサが15㎎から5㎎に減り、動くのが楽になったと話している。服薬ボードには処方薬が2週間分すでにセットしてある。処方薬の忘薬時にどうしたら良いか質問があり、病院に連絡するよう伝えている。
・赤石　陽介様　～青明舎スタッフに「お酒飲んじゃう」との訴えがある。詳細確認すると、知人が訪ねてくる為飲むことになるとのこと。

＜外来情報＞
・特になし
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　寺沢　彩　様　）

実施日：H28年4月18日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長、藤田
参加者：慶長、小嶋、馬場、赤坂、斎藤、石渡、澤口、佐藤、白鳥、岩澤

検討内容　目標、計画の再検討

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	自宅で暮らしたい。いずれ就労（介護）したい。

	家族希望
	いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：八戸市内にある雇用促進住宅にて生活。

家族状況：母親･兄と3人暮らし。父親は八戸市内にて生活しており、現在も時折関わることがある様子で、関係性は良好。母親は無職で、自宅で過ごしていることが多い様子。兄の給料、本人の年金収入にて生活している。
	家族構成











	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	12/28八戸赤十字病院退院後の初来所時、入院中に、同病の他患者に「この病気は辛い検査と痛い治療に耐えないと死ぬ」と言われ、それ以来不安感が強いとの訴えがあり、不安を傾聴することで落ち着く事ができている。服薬の必要性は理解しているが、確実な服薬については自信がないとのことで、自分なりの対処法（母に服薬するところを見ていてもらう等）を考えてもらい、上手くいかないときは、随時職員へ相談してもらうこととしている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際、自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し、対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際、体調不良等を呈したり、過剰に反応して相手を攻撃するのではなく、職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について、周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際、相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際、周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し、不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し、ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け、ハローワークや青明舎等、他関係機関と連携を取り、ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し、就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや、病状に変化があった際は振り返りを実施し、どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また、トラブルの際は、なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際、体調不良等を呈したり、過剰に反応して相手を攻撃するのではなく、職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	達成度50％。

・他者との関係において脆弱性が強く、上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い、絶縁する等の方法を取ることが多い。職員の言動に対して敏感に反応し、強く不満を訴えることがあり、随時振り返りを行っている。

・以前来所中に無断で外出しようとすることがあったが、現在は見られていない。

・就労の準備が進んで行くにつれ、自主的にプログラムに参加するようになっており、評価している。

・デイケア利用中に関しては特定の利用者またはスタッフとのみ交流。その他他者との交流は少ないが、相手に気になる行動があると、すぐに不満を訴えている。
	4/18よりスタッフが異動となり、スタッフが一部変更となっている。本人より新しいスタッフとの関わりに関し拒否があり、対応に関しては担当スタッフを中心に行っていく事とする。病状変化も有り得る為、継続していくこととする。

	②身体疾患に対する不安が生じた際、周囲へ相談することが出来る。
	達成度90％。

・重症筋無力症に罹患しており、上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり、デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごしており、対処することが出来ている。
	身体疾患に対し、随時職員に相談できており、対処出来ている。今後も継続して行えるよう関わっていくこととする。

	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し、就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	達成度70％。

・身体状況が良好になるにつれ、本人の就労意欲が高まっており、自分から研修に参加したり青明舎へ相談している。

・今後介護施設にて面接予定で、履歴書等の準備を進めている。就労に関する不安は特にないと話しており、何か不安等が生じた際にはすぐ相談するよう促している。
	自発的に研修への参加、関係機関に相談、自主学習している。面接予定となっており、不安をスタッフに相談出来ている。今後も、就労へのサポートを続けていくこととする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際、自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し、対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際、体調不良等を呈したり、過剰に反応して相手を攻撃するのではなく、職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について、周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際、相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際、周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し、不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し、ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け、ハローワークや青明舎等、他関係機関と連携を取り、ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し、就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや、病状に変化があった際は振り返りを実施し、どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また、トラブルの際は、なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


